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地域図書館だより 
 

いつも地域図書館（源流図書館）をご利用いただき、ありがとうございます。 

いつまでも暑さが去らない毎日ですが、朝夕の虫の鳴き声には秋の気配を感じますね。 

無理をせず、心も体もゆっくりと過ごしましょう。 お供に本はいかがですか？ 

                2024.9.13現在 

書    名 著者名 出版社 

信州おなまえ旅                         【地誌・紀行】 Skima信州 信濃毎日新聞社 

ゼロからわかるマネーの常識 

 NISA、イデコから保険、税金、住宅ローンまで     【金融】 

日本経済新聞

社 

日経 BP日本経済

新聞出版 

読書バリアフリー だれもが「本を読める」社会へ 

 点字図書、大活字本、布の絵本ほか         【社会福祉】 
白坂洋一/監修 汐文社 

みたてのくみたて 

 見るだけでひらめくアイデアの本        【オブジェ・技法】 
田中 達也 ダイヤモンド社 

中川李枝子冒険のはじまり ISSUE              【伝記】  ｽｲｯﾁ･ﾊﾟﾌﾞﾘｯｼﾝｸﾞ 

ブルーマリッジ Break away(from the past) 【小説･物語】 カツセマサヒコ 新潮社 

たぶん私たち一生最強                   【小説･物語】 小林 早代子 新潮社 

モノ                                   【小説･物語】 小野寺 史宜 実業之日本社 

いつか月夜                             【小説･物語】 寺地 はるな 角川春樹事務所 

ぬくもりの旋律                          【小説･物語】 岡田 真理 河出書房新社 

共犯の畔                              【小説･物語】 真保 裕一 朝日新聞出版 

マザー                                 【小説･物語】 乃南 アサ 講談社 

母親からの小包はなぜこんなにダサいのか   【小説･物語】 原田 ひ香 
中央公論新社 

(文庫) 

裁判官三淵嘉子の生涯                  【小説･物語】 伊多波 碧 潮出版(文庫) 

ボーダーライト 神奈川県警少年捜査課     【小説･物語】 今野 敏 小学館(文庫) 

ひなた商店街                           【小説･物語】 山本 甲士 潮出版(文庫) 

夢みるかかとにご飯つぶ                    【エッセイ】 清 繭子 幻冬舎 

 

 

 

新着本です 



 

木祖村地域図書館 

TEL    0264-36-3262   

E-mail tosyokan@kisomura.com 

開館時間  平日 13:00～18:00  

土･日 9:00～17:00 

 

 

 

時々、「図書館で借りた本がよかった（おもし

ろかった）から、自分でも買ったよ（買ってもら

ったよ）。」と話してくれる児童・生徒がいます。 

手元に好きな本があって、何度でも読めると

いうのは、なんて幸せなことなのでしょうか。  

そういう幸せがどんどん広がりますように。。。                     

文責；三井 

書    名 著者名 出版社 

あのころなにしてた？                          【日記】 綿矢 りさ 新潮社(文庫) 

めをさませ                                   【絵本】 五味 太郎 絵本館 

たべたのだあれ/かくしたのだあれ               【絵本】 五味 太郎 文化出版局 

おすしのずかん                               【絵本】 大森 裕子 白泉社 

Shrink 13 精神科医ヨワイ                  【コミック】 七海 仁/原作 集英社 

リエゾン １８ こどものこころ診療所            【コミック】 竹村優作/原作 講談社 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

浜松町～羽田空港間を

運行する「東京モノレー

ル」。そこに勤める、様々な

ポジションの社員たちの

日々が描かれます。  

小野寺さんの小説は、読

み終わった後、温かい気

持ちになれるのがいいで

す。 

 見立て作家として活躍さ

れている田中さん。作品の

アイデアは、いったいどのよ

うにして浮かんでくるのでし

ょう？ 

 この本を読んでから田中

さんの『おすしがふくをかい

にきた』などを見ると、視点

が変わってまたおもしろい

ですよ。 

どうやら自分は落ちていってる

らしい。目を開けないと死んじゃ

うって！？ どうしよう・・・ 

いや、まて。自分は何だ？ 鳥じ

ゃないか！ だったらどうすれば

いい？  

とてもかわいい絵本です。 

『みたてのくみたて』   

田中達也/著 

『モノ』  

小野寺史宜/著 

『めをさませ』  

五味太郎/作 


